
抽  選  券

※当日会場へお持ちください

　抽選で景品当たります

　　くらし
・手続き
HP

住
ま
い
・
生
活

市
営
住
宅
駐
車
場
使
用
者
募
集
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市
営
住
宅
内
の
空
き
駐
車
場
を
入
居
者

以
外
の
方
も
使
用
で
き
ま
す
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を
。

所
在
地
第
一
東
光
寺
団
地
内（
栄
町
３
丁

目
）、
下
田
団
地
内（
石
田
２
丁
目
）

対
象
当
該
駐
車
場
か
ら
２
㌔
以
内
に
住

ん
で
い
る
ま
た
は
業
を
営
ん
で
い
る
方

問
財
産
管
理
課（
☎
514
・
８
１
５
６
）　　くらし

・手続き
HP

ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル

浄
化
槽
の
適
正
管
理
に
ご
協
力
を
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下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
ご
家
庭

な
ど
で
は
、
浄
化
槽
で
汚
水
な
ど
を
き
れ

い
に
し
て
か
ら
河
川
に
放
流
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
浄
化
槽
の
適
正
管
理
を
怠
る

と
、
放
流
す
る
水
質
が
悪
化
し
、
河
川
の

汚
濁
が
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
法
律
に
よ
り
、
浄
化
槽
管
理
者
に
は
保

守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査
を
行
う
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
検
査
な
ど

の
実
施
業
者
は
次
の
通
り
で
す
。
決
め
ら

れ
た
期
間
内
に
必
ず
実
施
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
市
で
は
清
掃
経
費
の
負
担
軽

減
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
対

象
を「
適
正
管
理
を
行
っ
て
い
る
場
合
に

の
み
」と
す
る
予
定
で
す
。

▼
法
定
検
査
…
（
公
財
）東
京
都
環
境
公

社（
☎
042
・
595
・
７
９
８
２
）

▼
清
掃
…
日
野
衛
生
公
社（
☎
581
・
３
１

７
７
）

▼
保
守
点
検
…
東
京
都
環
境
局
HP
で
都

登
録
業
者
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

問
ご
み
ゼ
ロ
推
進
課（
☎
581
・
０
４
４
４
）

10
月
は
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
強
化
月
間
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市
で
は
、
ご
み
の
発
生
回
避
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
に
よ
る
レ

ジ
袋
削
減
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
３
者
で
構

成
さ
れ
る「
レ
ジ
袋
無
料
配
布
中
止
に
向

け
た
共
同
会
議
」で
は
、
毎
年
５
月
・
10

月
を
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
強
化
月
間
と
定

め
、
市
内
全
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
啓

発
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
買
い
物
は
行
き
も
帰
り
も
マ
イ
バ
ッ

グ
」「
マ
イ
バ
ッ
グ
使
っ
て
断
る
レ
ジ
袋
」

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
ご
み
ゼ
ロ
推
進
課（
☎
581
・
０
４
４
４
）

　このたび、中央省庁、都道府県などにおいて障害
者雇用率の不適切な算定が発覚したことを受け、当
市においても東京労働局へ報告していた障害者の雇
用状況について、国の示すガイドラインに基づき改
めて検証を行ったところ、対象者としていた28人の
うち、14人は対象外であることが判明しました。こ
の事実を8月30日に公表するとともに、9月3日に市
ホームページに事実関係を掲載いたしました。

▶事案の原因
　国のガイドラインでは、障害者手帳などを実際に
確認した者を障害者として算定できるとされていま

したが、当市においては実際に障害者手帳などの確
認までは行っておらず、障害者手帳などの交付対象
に相当すれば障害者として算定できるとの誤った認
識のもと、職員本人からの自己申告や過去の公務災
害認定などから障害者として算定した者が含まれて
いたことが原因です。

▶今後の対応について
　市といたしましては、まずは法定雇用率を達成す
ることを最優先に取り組んでまいりますが、併せて
法律の趣旨に鑑み、障害者のさらなる採用に取り組
んでまいります。

障害者雇用率の不適切な算定について

　市として率先して障害者の雇用を確保すべき立
場にありながら、不適切な雇用率の算定により、
障害者の雇用機会を奪う結果となってしまいまし
た。誠に申し訳ございません。
　具体的な事実関係については、市ホームページ
において報告をしておりますが、数値を操作する
意図はなく、法令に対する認識が甘くなり、実際

障害者雇用率の不適切な算定についてのおわび
に障害者手帳などの確認をすることなく事務処理
を行ってきたことが原因と認識しています。
　今後については、改めて法令遵守について職員
へ徹底するとともに、共生社会に向けた適切な障
害者の雇用確保に努めて参ります。

日野市長　大坪　冬彦

問 職員課（☎514-8146）1010126ID

まちづくり市民
フェア2018

　まちづくり市民フェアは、日野市のボランティア活動や市民活動
を「知って」「体験して」「参加する」年１回の大イベントです！日野
の魅力を感じながら「楽しい！」を見つけましょう！！

問 まちづくり市民フェア実行委員会事務局（ひの市民活動支援
センター内☎ FAX 581-6144※月曜～金曜日9:00～17:00）

学ぶ 楽しむ 味わう 得する
・活動パネル展示
・中央大学生によ
　る防災ゲーム
・災害時救護訓練

・ステージ発表
・自然体験遊び
・地元アイドル握手会

・模擬店
　（パン、フランク
　フルト、スープ、
　焼きそばなど）
・たき火カフェ

協賛店舗で使える
「まちづくり応援
券」を販売！プレ
ミア付き！

主　催　まちづくり市民フェア実行委員会
共　催　ＮＰＯ法人ひの市民活動団体連絡会
後　援　日野市、日野市教育委員会、日野市社会福祉協議会、日野市商工会、日野市シルバー人材センター

10月21日（日）11:00～15:00
市民の森ふれあいホール

日時

会場

表紙の人 まちづくり市民フェア２０１８実行委員の皆さま
　今号の表紙の人は、市内で住みやすいまち
を目指して市民活動を実践しながら“まちづく
り市民フェア2018”を推進している皆さまです。
　市民フェアは、平成24年９月、ひの市民活
動団体連絡会が発起人となって、まちづくり
をしているさまざまな団体や機関に呼びかけ、
“チャレンジ!市民参加のまちづくり” をテーマ
に開催されたのが始まりです。初回は34団体
が参加、来場者は700人という規模でしたが、
その後、“くらしのフェスタ日野”との統合を

経て、名称を“まちづくり市民フェア”とし、
今日に至っています。
　今年で第7回目となるこのイベントの参加団
体は73団体。来場者は1,500人を見込んでい
ます。
　市民フェアを多くの市民の皆さまに楽しん
でいただけるように、実行委員長・蛭田勝廣
さん（写真前列中央）をはじめ、実行委員が一
丸となってフェアを盛り上げていきます。当
日は、皆さま大いに楽しんでください。

マイ箸・
マイ食器を
持参すると
うれしい特
典あり！

　システムメンテナンスのため、
戸籍全部（個人）事項証明について
次の日時でコンビニ交付サービス
が利用できません。ご不便をおか
けしますがご了承ください。
日時 10月6日㈯23:00～9日㈫6:30
問 市民窓口課（☎514-8206）

コンビニ交付
　サービスが停止

1004793ID
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